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京成電鉄株式会社 成田空港線上限運賃設定     .
運輸審議会第四国審議 御説明資料

○運輸審議会からの宿題事項

○北総線の運賃値下げを実現する会から京成電鉄株式会社あて
公開質問書への回答

○京成電鉄株式会社成田空港線上限運賃設定の公聴会における
質問に対する国答



運輸審議会からの宿題事項

1.鉄道事業法第16条第5項の解釈
・成田空港線の運賃の上限が「特定の旅客に対し不当な差別的取扱いをするもの」に当たらないことについて

2,線路使用料の算定
○練路使用料金の算定方法を具体的に教示してほしぃ。
例えば、京成電鉄が北総鉄道、CNTに対して支払う線路使用料.

資本コストに基づく線路使用料金

I奮遣露鍵L理舅発猿鷲甲■■■陶ヽCNT―)をベースにどの
収入影響額の補鎮分の線路使用料金
都市内旅客需要をベースに、どのように算定するのか.

3.事業許可時と違賛申請時の比較
○平成13年度の事業許可時と今回の上限運賃申請時の事業収支の前提条件の相違を具体的に教えてほしぃ。
・高砂～印騰日本医大間の収支を除いた理由
・印藩日本医大～成田空港間の運賃は京成ホ線の運賃を適用したのか.

(高砂ん日本医大間も本線の運賃適用を前提とした予測はできながったのか。)

。星野氏の見解との相違点

○事業許可時の収支予測では新線区間について京成本線の違賃を適用・しても
京成全体の黒字が出ることになっているが、これを理申に成田空港線の運
黛は本線並にう:き下げられるのではないかと問われた場合には、どのように回答するのか。             ・

4.相互乗り入れ方式を採用した場合に北総鉄道榊が負担すると予想された経
営上のリスク

5。 北総鉄道締の経営状況
・鉄道・運輸機構への元本の償還関連妹債憲元

蔵獅
、年間q書利償還勧・支援策において増資、負担金、融資を行った目

・北総鉄道綺の運賃を値上げせざるを得ない状況が予想されるか。
(北総鉄道の経営体力については、どのような見通しか。)

6.北総線沿線の住民の移動スタイル (通勤t通学、私事の目的別。定性的な
説明で可)



成田空港線の運賃体系が北総線沿線の住民等に対し、不当な差別的取り扱い
をするものになつていない力、鉄道事業法第16条関係各号の解釈と併せて
説明していただきたい。
鉄導事業法第16条第6墳の規定は、同条第1項に基づき認可を受けた旅客

運賃等の上限の範囲内で届出がなされた運賃・料金につぃて、変更を命じるこ
とができること及びその族当事由を規定してぃるものであり、今面あ違長あ二
限の認可は同条第2項の認可基準に基づき行われるものである。
当腋認可基準は、対キロ区間制等の運賃制度に基づき算出された運賃収入を

含む総収入が総括療価を超えなぃことでぁり、運軍制度にっいては、その経営
規模、旅客流動量、沿線の状況等路線の特性により鉄道事業者の経営判断によ
り設定されるものである。

なお、同条第5項第1与に規定する「特定の構客に対し不当な差月1的取扱い
をするものであるときJとは、届け出た運賃等が、合理的かつ正当な理由なく、.

特定の構客を個別的に優遇又は冷遇するもの、例えば、鉄道事業者が旅客の信
朱、宗教等によつて異なる違賛等を適用する場合であり、同一事業者の他の路
線、区間で暴なる運賃を設定する場合には該当しないと解される。
O 摯通事業法 (抜粋)

(旅客の運賃及び料金)

第16条 鉄道運送事業者は、旅客の運賃及び圏土交通省令で定める旅客の料金 (以
下『旅客運賃等Jという。)の上限を定め、国土交通大臣の継可を受けなければな
らない。これを壼更しようとするときも、国様とする。

2 
暑壼要望聾翌1響手響随塑巳星壺ユ立五半壼進コ導 壺戯盆饉蛍

…て、これをしなければならなャゝ

3 鉄道運送事業者は、第 1項の難可を受けた妹客運費等の上限の範囲内で旅客還
費等を定め、あらかじめ、その旨を目土交通大臣に届け出なければならない。こ
れを変更しようとするときも、同様とする。
4 摯遵運送事業者は、特別車両料金その他の客車の特別な設備の利用につぃての
料金その他の国土交通省令で定める旅客の料金を定めるとき梓、あらかじめてその旨を国土交通大臣に属け出なければならない。これを変責しょぅ_と するときも、
同様とする。

5 国土交通大臣lt、

二 他の鉄道運送事業者との間に不当な競争をり|き起こすおそれがあるもので
あるとき



鉄道事業の運賃制度について

鉄菫事葉馨:涯響覇鮮L言縦燈誉愛管ヒ億電驚警テ裏稔電継姦モ嘗雰警1言「
により

①対キロ制

法著意;FL轟尋基継農愚
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源奪家:

運賃は、暴車距難に正比例して増加し¬
離帯別に異なる賃率を設定して選距離逓〕

こ,制度は簡明であり、かつ券売機そC
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難想識藤饉鷲饉
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均一制運賃は、乗章キロに関係なく運賃
は単純でわかりすく、鉄道側にとぅてみれ
ることのメリットがあるが:一方、短い陣
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鉄道事業法第16条第5項の法的解釈

箸5項について、運賃又は料金の 届け出られた還賛
等が次に掲げる要件のぃずれかに該当する場合である。
0 特定の旅客又は荷主に対し不当な差別的取扱いをするものであるとき (第

1号)

② 他の飲道運送事業者との間に不当な競争を引き起こすおそれがあるもの
であるとき (第 2号 )

上述の要件のうち、F特定の旅客又は荷主に対し不当な差別的取扱いをする
ものであるときJについては、複数の路線を含む鉄道事業者が路線ごとに運賃
を設定する場合に、単位当たり輸送コストゃ輸送量の相違等にょる合理的な区

籐 獅   纂 饉 鮭

また、「他の鉄道運選事業者との間に不当な替争を引き起こすおそだがぁる

書:Elli暑吉::雙llLli11:]足
竃議奪響績rr丁ふこ奪3奪策

′、当接他方の事業者を追い出して独占
林態を確保するようなことを防止することが、公正な競争条件の確保の観点か
ら必要であるため、要件とすることとしたところである。  ・

０
０



成田空港線の運賃の上限が「特定の旅客に対し不当な差別的取扱.い をするもの」に当たらなぃことについて

1.今回申請の成田空港線の運賃の上限が
:上限の範囲内で設定される運賃や料金の変

更命令の要件として鉄通事業法第16条第5琴第1号の規定されている「特定の旅客に対し不当な差別的取扱いをするもの1に当たらないものであることにっぃてt以下のとおり考えられる。   '

2.特定の旅客の区分としては、①特定の路線や区間準異なる運賃を適用する場合と②
特定の旅客個人に奥なる運賃を適用する場合が考えられる。

(1)①については、成田空港線の運賃の上限は、事事本線等と異なる運賃の上眼を適用
することとなるため、単位当たり輸送コストゃ輸送量の相違等による合理的な区分を
超えてぃないかどうかについて判断する必要がある。
この点について、新線開業における運賃の設定に当たっては、新線に係るコストを

直接受益を受ける新線利用者の負担とする|とが基本であり、成田空港線では、施設整備等による多額の資本費負担が生じてぃる子と、第二種鉄道事業者として運行する
成田空警線は、第二種鉄道事業者等の資本撃を回収するための線路使用料がコストの
大きなウェートを占めるなど、第=種鉄導事業者としての景成本線等とはコスト構造が異なることから、受益者負担の療期に基づき、成田空港線に京成本線等とは異なる
iE質の上限を設定しょぅとするものであり、合理的な区分を超えるものではない。
成田空港線内においては、今由申請あ運賃の上限が全区間にわたり同じ対キロ区間

制幸適用するものであり、同じキ白区界の区甲には同じ運賃の上限が適用され、特定
の区間のみ異なる運賃とはなってぃないことから、差別的なものではない。

(例)京成高砂 ,東松戸間7,5 kmと 印諸白ホ医大・成田湯川間8.4 kmは、同じキロ
区界 (7 kmを超え9 kmまで)に当てはまり、どちらも44o円。´ 新鎌ヶ谷・印施日・本医大間19.6 kmと 印藩日本医大・成田空港間19。 l kmは、
同じキロ区界 (1 7kmを超|え 2 0kmまで)に当てはまり、どちらも680円。

121②については、成田空港線の運賃の上限は、金ての旅客に同様に適用されるもので
あり、特定の旅客個人によって異なることはないため、該当しない。
なお、通学定期運賃については、学校に通学する旅客にのみ適用されるが、他の鉄

道事業者も同様の運賃を設定しており、社会一般に受け入れられていると考えられる
ことから不当な差別的取扱いには当たらない。

4



成圏量藩線の運賃グラフ
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摯道事業法における、鉄道事業許可と運賃認可の相違点について

鉄道事業許可の基準 運賃認可の基準

鉄道事業法第10彙第2項鉄遺事業法第5条第 1項

① その事業の計国が経営上適切なもので
あること。(※ )

② その事業の計目が輸送の安全上適切な
ものであること。

③ 上記のほか、その事業の進行上適切な
計画を有するものであること。

0 その事業を自ら適確i=遂行するに足る
能力を有するものであること.

黙下のとおり、事彙の実現可儀性こ盤盤

基
準
の
考
え
方

① 主として事業の継続性・安定性の観点

やlら _ヽ

断する。具体的には、
法により算定 した機整予轟に基づく収支

② 申鯖された事業0計目において、例え
ば施撃の概要、係員の記置計目等が、輸
送の安全を確保する上で遭切なものであ
るか否かについて判断
申請された事業の計目において、例え

ば線路及び訳の位置が周辺の土地利用の
結計日との整合性を確保する上で適切な
ものか薔かについて判断

④ 例えば織限及び責任の糠囲が明確化さ
れた組織体制が整うているが等、申鯖者
が自らの計画菫り確実に鉄通事業を逮行
するための能力を有するか薔かについそ
判断

聾■F?キ撃彗警可する!こ
当たり、上饉

士1亜正到濶〕を超えることがないように、

事■、総指鷹価を算定する|こ当たってL、

撃諄曹管言憲言F翼遭指1洋:喜姦ニニ言余魯書極力少なくし、親‖コストの軽減、
讐菫賛3贅雫賞寧7:雰募婁「尋言賞サ露定を行う。

※ 成田新商遠事業の許可の際に、その事業の計画が経営上遺切なものかどうかの判断に当たっ
て、成田空港線が本線の空港輸送の需要と競ei関係になることを踏まえ、本線の壺港輸送にっ
いても加味することとされたもの.

【参考】「つくばェクスプレス』について
鋏通事業免許の申請時 (平成4年)は、運賃について、つくば―秋葉原間司■詢と想定し

ていたが、通賀認可申請時 (平成17年 )には、同区間で1,150甲 に設定 (輸送人員の見込みが、
免許申請時47.4万人/日が、運賃認可時には13,5万人/日に湾更された等の要因による。)

ｎ
ｕ

“
Ｅ

Ｉ



事業許可時と今回申請時の収支の前提条件の主な相違点

収

入

対象範囲

運賃収入

馨黒Hri港

練経由の成田

=港
・京暉線

京成本線経由の空難輸送

詣警置「
肉発着稿

甲
者の北総区闘

・妻朧 驚篤鶴罰S~ス
の航空需

,成田空港アタセスのシェア
Hll年 スカィライナー9.0%

リムジン′ヽス14。 996

H22年度
威田空港織  37.400人 /日

京成本線   14,500人ノ日

.京成二野・成田空港間
1,000円 (H22までに4%改定2
回、H27までに4%改定3日 )

・ H22年度 116億円

・成田空港線京成高砂・成田空港間

・期麟鯛湛競霧鵜常
・成田空港アクセスのシェア

H19年 スカィライナニ7.0%
リムジンパス22.1%

H22年度  ^
成田空港線  30β10人/日
うち北総線彙り書わり

‐ 人/日

京成上野・威田空港間
1,200円

H22年度 72億円

(収入原価表は、9ヶ月
間を計上。54億円)

設備投資

線路使用

・震轟憲濾禁麓宝康畿昌鍮
~

・

iII書

「
り 電 出 に に

11蔵
蕎 護 生 肇

`蔦

::i

・京成本線経由の一般特急の京成成
田・威館空港間

・スカイライナー10両編成8本、一般
特急8両編成7本

・ NRA、 NKT

騒轟憲勝饗驚書酬昌雀饉蔵
~

・
轟な宙議闘萬群貯両編成8本、一般

・京成高砂駅改良

指令設備改良

案内表示器等

・北総鉄遭、CNT、 NRA、 NKT
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・高砂～印藩日本直大間あ板支を除いた理由

事業許可当時、北総鉄道は経薔再建申であり、成田空港線の運行により同社
の経営に影響を与えることは得策でないこと、また、事業辞可時は、京成の空
港輸送全体の事業採算性を確認するものであったことから、収支算定に当たっ
ては、当綾区間を除外しているものである。

′

事業許可時の印椿日本医大～成田壺港間 (新線区間)の運賃は、京成本線の
運賃を適用しているが、これは、事業許可時の収支が、京成の空港輸送全体の
事業採算性を確認するものであったため、運賃については本線経由の上野 ,日

暮里～成田空港間 (1, ooO円 )を便宜上適用したものである。
なお、既存の北総線区間である京成高砂～印膳日本医大間については、前述

の理由により事業許可時の収支から除外しているため、運賃適用の対象外とし
ている。

事業許可時の収入内訳について、算走

ントはできないが、都市内旅客について、定期運賃を考慮していないこと、都
心側の発着はすべて京成上野となつているように見受けられ、実際の算定とは
異なる。

なお、全体収入から成田空港線経由の収入を差し引いたものを京成本線経由
の収入としており、成田空港線経由と京成本線経由の割合も実際の算定とは異
なる。

また、今回申請のスカイライナーの需要については、特急料金を1,2oo
円として利用者数を推測している。京成上野b盛田空港間の特急料金は1,2
00円であるが、今回の収入算定が京成高砂 1成田空港間であることにょるキ
ロ数按分、消費税の控除、小児旅客の考慮により、1人あたり特急料金収入は、

‐ 円である。
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・印鰭日本医大～成田空港間の通費
(高砂～日本医大間も本線の運賃適万を前提とした予測はできなかったの

か 。 )

・墨野氏の見解と|の相違点



○事業許可時の収支予測では新線区商涯うぃて京成本線の運賃を適用しても
京成全体の黒字が出ることになつているが、これを理由に成田空港線の運
賃は本線並に引き下げられるのではなぃかとの間われた場合には、どのよ
うに回答するのか。

京成電鉄からの回答は以下のとおり.

成田空港線については、収入のベースとなる需軍は、空港アクセス旅客の比
重が高いことから、成田空港の航空需要に大きく左右される。今回の申請では、
成田国際空瀬帥が算定した最新の予測値に見直しているが、予inのベースとな
る将来人口推計等の下方修正や羽田空港国際化の進展等により、事業許可時に
見込んだ航空需要を大幅に下口うている。また、航空需要に基づく鉄道利用の
航空旅客も、高速バス路線の拡充等に伴う交通機関のシェア変動により減少の
見通しとなっている。
‐方、原価は、多額の建設コストを反映した成田空港線の鉄道施設保有事業

者に対する線路使用料め支払に加えて、人竹費や経費、新型スカイライナニ車
両の導入や京成高砂駅の金町線分離。高架化工事等による資本コスト等が継続
的に発生する。このため、成田空港線の収支は厳しい見通しとなっている。・

以上により、成田空港線については、現行本線との収支構造の違いにより、
受益者負担の原則に基づき別運賃を設定するものである。 `

盆
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哺
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相互乗り入れ方式を採用した場合に北総鉄道 (株)が負なすると予想された
経営上のリスク

北総
‐
鉄道としては、北総線の高速化、高速化に伴う保安装置改良や環境対策

及び迫抜き設備等の地上設備の改良に当初 289億円を要すると見込まれたが、
相互乗り入れ方式による場合、当該投資について成田高速鉄道アクセス帥 (NRA)が負担金工事方式により整備し、京成籠鉄帥から線路使用料により回収
するという現行事業スキームを採用することができず、このほかに車両増備や
車庫の拡充投資も必要となる。
したがつて、相互乗り入れ方式を採用した場合には、再建途上にある北総鉄

道輪がこのような地上設備の政良に加え、車両増備、車庫拡充等の自額あ投姜
リスクを自ら負担することが必要になる。
また、巨額の累積績失を抱え債務超過状態にあるうえ、平成37年度まで構造

的な薫金不足にあえぐ北総鉄道いが当構巨額の設備投資資金を調達することは
到底不可能でもあった。

、北総鉄道 (株)の経営状撓

(参考) ・

鉄道・運輸機構への償還は、同機構の調達実績に応じて毎年度金利の見直し
を行う元利均等半年賦償還方式です。

北総鉄道鞠の回答は、以下のとおり。

北総鉄道備の再建支援は二次にわたつて実施されているが、大別すると、①千
葉ニュータウンの入居運れによる収入不足と高金利による利払負担による累積
撮失の増大、資本不足の拡大の時期、そして、②晰次赤字幅が縮小し、平成 12
年度に単年度黒字の転換したものの、鉄道・運輸機構、の僚務償選を終える平
成37年 (残工事については38年度)までは、同機構への巨額Oi債還による構
造的な資金不足が生ずる時期に分けられる。
このような状況の変化に応じて、第一次・第二次支援では、資本不足対策と

して増資、負担金を受けている。

・鉄道・運輸機構への元本の償遠

北総鉄道によれは平成20年度茉の鉄道・運輸機構に対する未償還元本はな27
億円、平成2o年度の同機構に対する元利償遠額は67億円である。

。支援策において増資、負担金、融資を行った目的

７４
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・北総鉄道 (株)の運賃を値上‐

(北総鉄道の経営体力については1どのような見通しか。)

また、単年度赤字幅の結小傾向がみられた第二次支援では、
として一定期間無利子据え置き等の融資を受けている。

資金不足対策等

北総鉄道輸の回答は、以下あとおり:

懸念事項としては、①平成26年度に予定されていぅニュ‐タウン事業の終結
(造成事業の終了)により住宅開発スペースに不透明感があること、②ニュー

タウン居住者の高齢化、若年層の地域繊れ (ニュータゥン第二世代の転出)に
よる需要減が挙げられる。また、現在、資金不足対策として県・URから総額
106億円,の融資を受け、当面、無利子据置きとされていぅが、現行約定では、平
成23年度(県撃24年度)から20年分割で利患をつけて返済していく必要がぁ
る。
しかしながら、三方で、減価償却の進行、鉄道・運輸機構奪への債務償選の

進捗に伴う資本環負担が減少していく。現状においては、高齢化等による需要
減と資本費負担の減少がほぼ同じベースで進行するのではないかと分析してい
る。

このほかに大きなリスク要因として、,Tllの変動があるが、現在鉄道 0運輸
機構の金利水準は1.8%弱であり、当分の間急激な高金利化は想定しづらいので
はないかと考えられる。
一方、期待要因としては、成田空港稗の開業により北総地域と都心との間に

運行される列車が、平日で3割強、土株日で5割弱と大幅に増加されること、
京成一般特急の運行により都心への到達時間が大幅に短縮することから。これ
を機に新た|なまちづくりへの取り組み、地域の活性化が期待されるところであ
り、当該響域活性化等により京成電鉄榊に帰属する北総練内旅客収入が線路使
用料を通じて最終的に北総鉄道籐に帰属すo仕組みとしていることから、成田
空港稗の開業が、北総鉄道の安建経営、輸送サービスの安定的な供給基盤の強
化に資するものと考えられる。
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北総線沿線の住民の移動スタイル面勤、通学、私事の目的別.定性的な説
明で可)

平成20年度の輸送量は

通勤

通学

1,999万人 (54.2%)

526万人 (14.2%)

私事 (定期外)1,1“万人 (31.5%)
こ

運島

ち｀ニユ早

1ニニ薄

リア`京成高砂/都心間の利用割合は、

通学     ■■レ
私事(定理外)|■■陥

となつている。
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北総鉄道の鉄道運輸機構の償還状況
(単位:百万円・%)

平成lo年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

成18年度

平成19年度

平成20年度

1,451

1,542

6.639

1,716

3,583

. 3.049

3,948

114,717

113,175

106.536

104,830

103,066

101,928

98,345

94,696

9o,748

86,810

82,725
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